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2019年度アフリカ支援 アサンテ ナゴヤ講演会・総会のご報告 

理事 坂光 信夫 

いつも当 NPO の活動をご理解・ご支援頂き、ありがとうございま

す。NPO の名称を「アフリカ支援 アサンテ ナゴヤ」としたのが 2008 

年 1 月です。ケニア・リサーチの旅を実施したのが翌 2009 年 4 月の

ことでした。それ以来、私たちはゲム・イーストの支援を続け、今春

で 10 年になります。これまで活動を続けてくることが出来ましたの

は、長年に亘って活動を支えて下さってきた皆様方の温かいお志の賜物です。心より御礼申し上げます。 

今年も 5月 18日に名古屋市昭和区の聖霊病院のホールにて、本年度の総会と講演会が開催されました。

講演会の講師をお願いしましたのはチャイルドドクター・ジャパンの理事でいらっしゃる宮田久也さん

です。宮田さんには、私たちアサンテナゴヤがケニアで活動を始めようという時に色々と教えていただ

き、現地での活動を開始してからも継続的にお世話になってきました。 

当日はよい天気の土曜日でしたが、アサンテ ナゴヤの会員、賛助会員の皆様、ケニア渡航の参加メン

バー、チャイルドドクター・ジャパンの会員の方々など多くの皆様方にご出席を賜わり、総会と講演会

を盛会のうちに終えることができました。 

§アサンテナゴヤの活動 

宮田さんのご講演に先立ち、当 NPO の副理事長・内海眞より「ゲム村における医療活動について」と

題したお話をさせていただきました。現地の状況、聖テレサ・アサンテ ナゴヤ診療所の運営上の課題、

昨年の支援の一部が残念な結果に終わったことについては 2018 年 11 月発行のニュースレターに掲載し

た内海の原稿に詳述した通りです。講演においては、昨年の渡航の際に Kelkamarami 託児所、シロアム

の園、マトマイニ孤児院、プムワニ医療キャンプといった日本人の関わる支援の現場を訪れ、アサンテ ナ

ゴヤの活動に新たな気持ちで取り組むことを決意するに至った経緯をお話しました。現地診療所の支援

のために、今年のケニア渡航では無料医療活動の再開を計画し、現在準備を進めております。 

§宮田久也さんの講演 

宮田さんには「ケニアで継続的に医療支援を続けていくということ」と

いう演目でお話を頂きました。宮田さんはナイロビのスラムに暮らす子ど

もたちの医療支援活動を長年続けていらして、ご自身もご家族と共に 13

年間に亘ってナイロビに駐在されていた方です。そのご活躍については、
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テレビでも何度も放送されていますので、ご覧になった方も多いことと存じま

す。講演においては、多岐に亘る興味深いお話にすっかり引き込まれました。

テレビでは取り上げられないようなお話も多く、数々のトラブルにどのように

対処されたかというお話はケニアのリアルな状況を示すものであり、宮田さん

の言葉は私たち自身の生き方の指針となるような深みのあるものでした。 

多くの困難に出会いながら、ケニアでの活動を続けてこられたのは、『ケニアの子どもが大好き！！だ

から』とおっしゃったのは、とても印象的でした。 

§総会 

講演会終了後は、2019 年度通常総会が開催されました、昨年度の事業報告、決算報告、今年度の事業

計画案、予算案についてご提示させていただき、全会一致にてご承認いただきましたことをご報告申し

上げます。今後とも、当 NPO へのご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

KELKAMARAMI プロジェクトレポート 

Kelkamarami とは鈴木佳奈さんのお言葉によれば『HIV 陽性のママとパパたちが始めた素敵な学校』。

アサンテ ナゴヤは鈴木さんと澤崎康さんのお招きに応じ、2017年にゲム・イーストの近くのカボンドに

ある施設を訪問し、以来支援を続けています。今春、鈴木さんはケニアを再訪され、Kelkamaramiについ

てのレポートをお送り下さいました。以下にご紹介いたします。 

03/17 15:00-16:00: モチベーションの確認 

まずは Samson 君の一件に関して「きっと彼は

いつの日かお腹を空かせて帰ってくるだろう。私

たちは前に進もう。」と想いを確認しあいました。 

左の写真はアサンテ

ナゴヤと福山医療セン

ターの皆様からのご寄

付で作った新たな学び

場です。現在子供たちの数は 57 人。今年中に 70 

人にするのが目標です。 

現在先生は 5 人です。お給料はもらえたりも

らえなかったり。周辺の学校とテストで競ってい

て、1st exam: 3 校中 3 

位→2nd exam: 4 校中 

2 位と先生方の頑張り

がうかがえます。 

以前は学校にトイレがありませんでしたが、専

用のトイレも完成。意欲的な取り組みです。しか

し、スマイルトイレプロジェクトからご寄付頂い

たトイレの足台を使用していなかったのは残念

でした。これから男子用トイレを作るとのことで、

そちらにはぜひ使用するよう伝えました。 

05/01 12:00-16:00: 養鶏ビジネス研修 

以前からの仲間の

Beatriceを招き、研修

を実施しました。高学

年の子供たちの歌とダ

ン ス に 出 迎 え ら れ ま し た 。 Beatrice は

Kelkamarami Support Group の創設者でもありま

すが、現在はキスムのスラムで子供やその母親の

支援に取り組んでいます。尊敬できる母親です。

今回彼女から丁寧に養鶏のノウハウを教わり、 

今後も 1-2 週に 1 回来てもらえることになりま

した。 

まずは最初の 5 人

が養鶏を始めます。事

業資金は貸し付ける形

にして、6 か月後には

金額の半額を返金、資金が返却されたら、次の 5

人が養鶏を開始というシステムで進めていくこ



 

とになりました。 

今回 Beatrice には少額の謝金を渡しました

が、他のメンバーには渡しませんでした。それで

も多くの母親たちが集まってくれ、モチベーショ

ンの高さが感じられて嬉しかったです。アサンテ

ナゴヤの皆さまが来られる 9 月中旬までに少し

前進できることを目指していきたいです。 

2019/05/02鈴木佳奈 

§公文和子先生来日講演会のお知らせ 

主催：愛知医科大学医学部 地域総合診療医学寄付講座 共催：アフリカ支援アサンテ ナゴヤ 後援：愛知県 

「究極の地域医療から学ぶ 社会的弱者・健康格差の課題への取り組み」 

～ケニアでの HIV 陽性児・障がい児支援からの示唆 

・日時：2019年 7月 27日(土)14:00～16：00   

・会場：国立病院機構 名古屋医療センター 5F特別会議室 

・参加費：無料（申込不要）  医療関係者以外の方も歓迎です。 

上記の通り、公文和子先生の講演会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

公文先生は小児科医としてナイロビのチャイルドドクタークリニックにて、スラムに暮らす子どもた

ちの診療に従事されてきました。2015年からは障がい児とその家族にたいする療育支援を行う「シロア

ムの園」を主宰されています。 

アサンテ ナゴヤは公文先生には宮田久也さんと共に、ケニアでの活動当初より継続して大変にお世

話になっています。今回の講演会は、公文先生の愛にあふれる貴重なお話を聴くことができるとても素

晴らしい機会となるでしょう。ぜひご参加ください。 

 

 

 



 

お知らせ 

＊ 2019年 6月   国際ソロプチミストチャリティーパーティー参加 

＊ 2019年 7月 15日   愛知サマーセミナー参加 

＊ 2019年 7月 27日   公文和子先生講演会共催（名古屋医療センター） 

＊ 2019年 9月 13～23日  2019年度ケニア渡航 

＊ 2019年 11月   ケニア渡航報告会 

＊ 2019年 12月    ニュースレター発行 

 

 

＊2018年 11月 7日から 2019年 5月 27日までにご支援をいただいた皆様（敬称略） 

森山勝文、田中由紀子、岸田義昭、ひがくの湯、飯田展弘、宮田靖志、(株)小肥羊ジャパン、下村桐子 

中道弘、垣越咲穂、内海みどり、乾朋子、竹内仁美、尼子道子、 坂光信夫、杉本みな子、玉木奈美枝 

小田賢一、小田キミエ、平野雪夫、服部将也、合原年子、山田洋平、平野吉廣、遠藤清美、杉江修治 

川田初美、丹羽咲江、片桐初男、岩田光、大岩洋子、山本由紀、 藤田麻里子、（有）ﾔﾏﾌ土地、大澤安則 

手取屋瑞子、中林俊壹、宮城島拓人、野々山洋子、真崎満代、平川工業(株)、栗村道夫、大下博、土屋二郎

杉山恵美子、石井圭子、宗賀浩子、石田義人、榊原純夫、花木達美、小川賢二、平澤崇行、美濃和茂 

小木曾義治、小木曾悠紀子、城戸康年、井上由記恵、石黒博人、見田くるみ、衛藤義人、河津芳子、 

小田巻譲慈、村井謙治、手塚和子、青木孝夫、服部万里子、伊藤絹代、加藤万理、西尾彰泰、土屋久仁子 

光川千鶴子、山内礼子、片岡紀子、鈴木泉、宮下悠子、 岡田智子、森本明子、谷川正実、石居尚子 

石川佳子、AOI 募金、赤澤碩夫、森下理香、宮本信代、 内海眞、 長岡哲輝、日比野福代、日比野丈夫 

日比野公治、日比野祐士、森岡悠、平野淳、安江佐和子、菊地正、石川博司、石川美里、水野真介 

住友正武、住友光子、岡本裕子、高取幸江、（株）福住 、坂元るり子 

＊今後ともご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

編集後記 

アサンテ ナゴヤの設立以来、ほぼ全ての活動の下支えをして下さっていた事務局の岩崎奈美さんが

2019年 3月末日で退会され、後任として、加藤万理さんにメンバーに入って頂くことになりました。加

藤さんは薬剤師で、昨年初めてケニア渡航にご参加されました。理事会の平均年齢を大きく下げる若い

力と新鮮な視点でアサンテ ナゴヤに爽やかな風を吹かせて下さることでしょう。皆様、どうぞよろし

くお願い申し上げます。(坂光) 

 

 

事務局：名古屋市東区葵 1-25-1 ﾆｯｼﾝﾋﾞﾙ 906 TEL/FAX：052-933-1588 

ホームページアドレス：http://asante-nagoya.com 

フェースブックアドレス：https://www.facebook.com/asante.nagoya 

http://asante-nagoya.com/

